
生まれ育った環境に左右されることなく、
子ども・若者が未来へつながる道を選べるアダチをつくっていく
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子ども・若者のウェルビーイング※をともに考え、
生まれ育った環境に左右されない未来に向かって、

ともに進むアダチをつくっていく
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






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様々な人たちとともに、 様子を表現した
「子ども・若者」本人をイメージしている

、さらに自己肯定感を育み、進むことができている

子ども・若者本人を見守り支え、 。一方で子育て家庭
もまた支援を受ける場面もあるため、 様子
を示している

子ども・若者と子育て家庭とともに、人生の旅路において個々の状況に合わせて寄り添い、成長
過程や様々な環境に応じた支援を行い、子ども・若者の 姿を
示している

子どもを取り巻く生活環境や、進学、就職、出産などのライフイベントをきっかけに枝分かれして
いく を指している

個々の意見や声が反映され、未来へつながる道を周囲とともに進んでいく中で、出会うことの
できる、自分なりの 等を表現している

子ども・若者の各ライフステージにおいて、受けることができる や利用できる （子育て
家庭や行政・地域・関係機関などが個々に、ないしは連携により提供）を示している（より困難な
人にはより手厚く支援）

※ 幼少期の必要な時に望むものを与えてくれる、守ってくれる「安全基地」の確立が必要。アタッチメントが形成される
ことで探索行動ができるようになる
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子どもが自由に 環境のもとで、
を育むとともに、夢や希望をもてるような支援（体験・遊び、

学び・達成感を得る機会等）を 行い、それぞれの
していく

家庭の し、自立した生活を送るための
を行うとともに、 ができるために取り

組む

子ども・若者、子育て家庭を 支えて
いく
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柱1 柱2 柱3
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子ども・若者のウェルビーイングをともに考え、
生まれ育った環境に左右されない未来に向かって、

ともに進むアダチをつくっていく
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